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南スーダンにおけるＯＤＡ事業と自衛隊の活動との連携について 

 

１． １月３１日（現地時間同日），南スーダン共和国の首都ジュバにおいて，我

が国の草の根・人間の安全保障無償資金協力による「中央エクアトリア州

ジュバ市ナバリ地区コミュニティ道路整備計画」の起工式が行われました。 

 

２． 本計画は，南スーダン共和国の首都ジュバ市ナバリ地区においてコミュニ

ティのための生活道路１．７ｋｍを整備することにより，子どもの通学を

含む地域住民の利便性を向上し，経済社会活動の活性化を図るもので，我

が国ＯＤＡ事業と自衛隊施設部隊による連携案件です。本計画の概要は以

下のとおりです。 

 

（１）背景 

ジュバ市ナバリ地区における生活道路の状況は劣悪であり，降雨の度に

路面が浸食され人も車も通行困難な状態となります。このため，降雨時に

は，学校や医療施設，職場へのアクセスができず，通常の生活および経済

活動に著しい支障が生じています。また，道路の排水施設が未整備のため，

雨水や排水の滞留により衛生環境が劣悪であり，下痢やマラリア，腸チフ

スなどの住民の健康被害が多く発生しています。 

 

（２）効果 

本計画により生活道路が整備されることで，天候に左右されることなく

同地区内及び同地区外への移動が可能となり，児童の通学，病人の緊急搬

送を含め通常の生活における利便性が向上するとともに，経済社会活動の

活性化を通じた地域の発展が期待されます。また，雨水や雑排水の適切な

処理が可能となり，地域の衛生環境が改善されます。 

 

（３）国連ＰＫＯにおける自衛隊の活動との連携 

本計画のうち路盤整備等は，国連南スーダン共和国ミッション（ＵＮＭ



 

 

  

 

             

 

 

ＩＳＳ）に派遣されている我が国自衛隊施設部隊が実施します。草の根・

人間の安全保障無償資金協力では，自衛隊施設部隊により整備された道路

に舗装工事を実施します。 

南スーダンでは，雨季（一般的には４月頃から１１月頃）の降雨が激し

く，この時期の施工が困難であることから，短い乾季の間に迅速に路盤面

を築造する必要があります。自衛隊施設部隊は高い技術力，豊富な人的リ

ソース及び保有機材により，路盤整備に必要な作業を迅速に完了させる能

力を有しており，本計画では，その利点を活かして我が国ＯＤＡ事業との

連携を進めるものです。 

自衛隊施設部隊の活動との連携による迅速な道路整備が，現地コミュニ

ティにとってのメリットを拡大することが期待されます。 

 

 

（参考１）南スーダン概況 

 南スーダン共和国は, 面積約 64 万平方キロメートル, 人口 1,031 万人（2011 年）, 人

口一人当たりの GNI は 984 米ドル（2011 年）。 

 

（参考２）ＵＮＭＩＳＳにおける自衛隊の活動 

 自衛隊の施設部隊（約３３０名）は，ＵＮＭＩＳＳ指揮の下，ジュバ及びその周辺にお

いて，敷地造成や道路の補修等の作業を行うことにより，南スーダンの安定と国づくり

を支援。 

 

 

◆内容についてのお問い合わせ先 

 外務省 国際協力局 国別開発協力第三課 森下課長補佐（内線：３９５０番） 

 TEL:０３－５５０１－８０００ 

 


